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奥 平 志づ江

1.は じ め に

昨年秋の旅行 は、僅か3週 間足 らずの短期 間ではあったが 、私の一生 に とって最初 の最

も感激 に満 ちた、大エ ヴェン トであった。

とい うのは、それ まで 、わずかな余暇 を見つ け財布の底 をのぞきなが ら、ほ"計 画的に、

お ちが 国さの見知 らぬ ところ、心 ひかれ る風物 を求めて、せ いぜ い1週 間足 らずの旅 を時

折 り楽 しんで きた私 に とって、それ は、その2.3ヶ 月前 まで思 いもよらない突然の 出来

ごとであったか らである。又 日頃 「おのが国を知 らず して、何 の とつ国そや」 と多少 ひが

んでいた手前、一足 とびに地球 を一囲 りす るこ とは、大 きく志 を変 えたこ とに もなる。

もっ とも、つ い最近 まで、アメ リカの西海岸 まで半月 もか ・って いた ことを思えば、お金

と暇か らいって、通常のサラ リーマ ンの到底 な しうることではなかった し、海外旅行 は富

め るア メ リカ人や 、ご く一部の社用族＼公用族等の特権 のよ うに考 え られていた。 それが

我々庶 民階級 に も、さ程無理 な く実行 されるようになったこ とは、 まさに高度経済成長 に

よる余剰外貨(円 の強 さ)、 交通機 関の急速 な発展等 に尻押 しされたわけであ らうが、良

い悪 いは別 として、時代 の移 り変 りを今更の ように思 い知 らされたわけ であ る。

2.モ ス ク ワ へ

11時15分 に羽 田をとび立って30分 後に佐渡 ヶ島の上 空、つかの間に 日本海 を飛 びこえ、

アムール河 を眼下に、シベ リア上 空を高度約8000mで 西へ 西へ と太陽 を追 って直進、や が

てバ イカル湖 を左 に、月の表面 を想 わせ る無数 のなだちかな、び ょうぼ うたる高原が果 し

な く続 く。 こんなに大勢の人 を長時間閉 じこめ て浮んでい る巨大 な金属 の塊。不安 と諦め

と好奇心 を胸 に秘め て静かに眼 をつぶ る人、それ を紛 らわす よ うに談笑す る もの、いつ も

笑 みをたたえてか いが いし く食べ物や飲み物 を運んで世 話 をす る美 しいスチ ュワー デス 、

みんな同 じ運命 に結ばれた家族の よ うな気がす る。二度 の機内食(何 れ も昼 食か)を す ま

しても未だ明 るい。 あま りに も広大なユー ラシア大 陸に うん ざ りしている と 「間 もな くモ

スクワ空港 に着陸」の放送 にほっ とした気持で地上 の風景 に見入 る。 なん と11時 間 もの長

い空の旅 であった。大 きさのわ りに閑散 としたシェレメチ ェボ空港 は半ば点滅す る暗い蛍

光灯 と、や た らに多い軍服姿が印象に残 る。予約不能 で政府に よる宿舎の割 当てが きまる

まで2時 間程待 た されて、ごついタクシーでホテルに辿 りつ いたの は夕刻 の6時 頃(日 本

時間翌 日午前1時 頃)で あった。 すべ てが国の統制 を受けてい る割合 いに、大 き くのんび

りしたこの国の人々には何か対象的 な もの を感 じる。10月 中旬だが 、人々の服装は 日本の

真冬 なみ、道 巾の広 さ、右側通行 、地下鉄(メ トロ)の 入 口の標識、モー タースイパーで
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道路 を清掃す る大 きな トラック、電車の ようにつながった トロ リーバ ス、街頭 でアイスク

リー ムを食べ る人の意外 に多いこ と等が 目につ く。機 内で2回 、都合4度 目の食事 はホテ

ルの レス トランシアターで。素晴 らしい音楽 と豪華な雰囲気、大 きな料理で今 までの疲労

と緊張感が和 らいだ。

社会主義の国に しては、チップは当 り前 、煙草の立ち売 り、方々の国のコインを混ぜ た

釣銭等 おか しな感 じだが、これ も外貨獲得 のため(ル ー ブル持出 しは厳 しい)の 国の黙認

政策か と考 えな をした。 又この 国には何 と英語 を話 す人 の少 いことか、 とに角外 国語 を話

す人は階級 も上 らしく、旅行案 内所でのバ スガイ ドさんの言 うこ とは大 の男 どもがヘ イヘ

イの態。市内撮影OKと 聞いて観光 バス(乗 客 は殆ん どアメ リカ人 とみた)の 中か ら川越

しに金色 さんぜ んたるクレム リン寺院の遠景 を撮 ろうとした ら、ガイ ド嬢か ら自分 の説 明

を聞け とのお叱 りを受けた。

巨大 な クレム リンの城壁 、赤 い星の尖塔 、赤 の広場等 の見事 な色彩 的調和 、モス クワホ

テル、ボ リシ ョイ劇場 、その他数々の帝政 ロシア時代 を偲 ばせ る華麗な建築美 には見 る入

の 目を奪 うものが ある。 モス クワ大学は広大 な緑 の公園の中にそびえ立つ 、中央 は34階 、

両側17階 の美 しい建物で授業料 は無料 、学 生の80%は 国 よ り奨学金 を受 け、修業年限は文

科系が5年 、理工科系が5年 半 と聞 く。レーニンの丘か らモス クワ川越 しに眺め るモス ク

ワの全景 は素晴 らしい。

3.口,ン ド ン

朝早 く宿舎 のマウン ト・ロイヤルホテル を出て程近 いハ イ ド ・パー クを散歩 したら騎馬

姿の貴婦 人を見 ることが 出来た。大都会の中に こんな広々 とした、閑静な公 園が あるのは

全 く羨 ましい。お定 まりの観光 コー スであるバ ッキンガム宮殿へ 、名物の衛兵交代 は想像

以上の華麗 な もので、まるでお伽の国の オモチャの兵隊の感 じ、見物人が多 くて、人垣の

頭越 しに撮 った8ミ リには鮮かに写 っていた。

婦人の騎 馬警官の美 しい姿が印象に残 る。形式 と伝統 を重んず る英 国民気質 には感銘 を

深 くした。数々の残虐 な歴史 を思い起 させ るロン ドン塔 、その中に飾 られ た多 くの宝物 に

は只唖然 とす るばか り、昔 なが らの赤 いガウンの警備員 と死肉 を食べ て太 ったといわれ る

黒いカラスの コン トラス ト、テームズ河 に開 いた水 門か ら塔内の地下牢 に通ず る濠 、建物

の古 さ(約900年)等 数 多 くの 囚人の苦 しみ を偲ばせ る暗いイメー ジを与 えるものばか り。

こ ・か らウエス トミンスター橋 を隔てて斜め対岸の美 しい森の木立 ちの中に雀 えるウエ ス

トミンスター寺院 、真 暗い室 内の遙か上 の天井窓に見えるステン ドグラスの精朽 な美 、通

路 の足下 に刻 まれ た歴史上 の有名人のブロンズの墓碑等 には感嘆 と奇 異感が交錯す る。

ビク トリア駅 か ち夜行寝 台車 の国際列車ナイ トフェ リー で ドーバー海峡 を渡 りパ リーへ。

4.パ リ ー

マロニエの落葉の 中か らその実 を拾 い歩いたシャ ンゼ リーゼの通 り、マ リヤ ・ア ン トワ

一25一



ネ ッ トが処刑 され たとい うコンコル ド広場の尖塔 か ら巨大 な凱旋 門 まで一直線の広 い美 し

い通 りは よその国では見当 らない。世 界のファッション セ ンター といわれる商店の装飾の

美 しさに惹かれて、夜 は再度 ウイン ド・ショッピングを楽 しんだ。ルーブル美術館の広 さ

と陳列 品の 多さは、さすが美術 の メッカを思わせ る。 ミロの ビーナ ス とミレ7の 晩鐘 な ど、

やは りオ リヂナルの美 しさはコピーの比 ではない。 モンマル トの丘 を頂点 として、道の両

側の凹み を利用 して 、きまった時間に水 が流れ出 し、パ リー全市の ゴ ミを清掃 しているア

イデア には感心 させ られ た。サ クレ ・クール寺院か ら眺め る街の景色 も素晴 らしい。噂に

聞いた とお り丘の上 の広場には何 と世 界中か ら集 まった と見 える画家の 多い こと、 日本人

も数人、皆絵具 をたっぷ りつけて筆 を振 ってい るが 、群 が る人の多いわ りに余 り買 う人が

いないのは、荷物にな ることを気 にす るせ いだ ろうか?モ スクワ、ロン ドンまでは、或

る好奇心 と物珍 しさで大形の西洋料理 を楽 しんでいたが、パ リー まで来 るといささか飽食 、

気味 とな り、夜 のオペ ラ通 りを日本料理店 を探 し歩 くこ ともあった。セー ヌ河の 中州、シ

テ島に甕 えるノー トルダム寺院は、この国随一 の宗教建築 といわれ るだけ あって外観 もさ

ることなが ら内部 の彫刻 、ステン ドグラス等素 晴 しさは格別で ある。

5.ヴ ェ ル サ イ ユ

中世 のフランス王族の栄華の跡 を偲 ばせ るヴェルサ イユ宮殿 の華麗 さには感動 させ られ

た。 ことに内部 一面 の壁画 と庭 園、マ リヤア ン トワネッ トの幼少 の頃の住居 まで通ず る運

河等 、宏大 な領 域 にわた る芸術的 な造園設計 は見 る人の心 を深 く打つ ものが ある。

6.ス イ ス ヘ

ヴェルサ イユ以外 は殆 ん ど都 市の名物観光ばか りに明け くれた私 に とって、汽車の旅行

は心温 まるもので あった。片側通路のゆった りした コンパー トメン トの車窓か ら眺め るフ

ランスの牧歌的 田園風景は またす ばらしい。緑の丘陵 を背景 に点在 す る小綺麗な民家 と教

会 の尖塔、青 空を写 した湖 と川、広々 とした野原 に草 を喰 む牛 の群等の素 晴 しい調 和に時

のたつの も忘 れ る程見 とれ ることもあった。

7.ジ ュ ネ ー ブ

フランス とスイスの風景の相異 は余 り見出せ ない、花 と緑 と建物の カラフル なヲン トラ

ス トはヨー ロッパ全体 に共通す る美 しさで、強 いて いえば、ズ イスの特微 は山 と湖の多い

ことであ らうか?永 世 中立国だけあって、 ジュネー ブの街 には世 界保健機構(WHO)

国際赤 十字本部(IRC)国 際労働事務局(ILO)等 何 と国際機 関の多いことか。 レマ

ン湖に映 るアル プスの山々はまるで絵 をみるような感 じ 日本の都会 ほ どではないが ジュ

ネー ブの夜景 はネオン とイル ミネー ションに彩 られて明 る く美 しい。
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8.モ ン ブ ラ ン

ジュネーブ市に接す る国境 の検問所で一時停車 、簡単な問答 だけでパス して再 びフラン

ス領 を時速150粁 位 で車 を とば し、刻々 と迫 る山あいを通 り約1時 間程 でモ ンブラ ン山麓

の町 シャモニー に着 く。 ロープウェー で殆ん ど垂直 な岩壁 を上昇 しなが ら眺め る青 白い氷

河 と太 陽に白 く輝 くモンブランの景観 には全 く威圧 され た。

9.ロ ー マ

見 しらぬ人に混 じって寝 台車 におさまったジュネー ブか らローマへ の夜の旅 は心 もとな

く淋 しか った。 ム ッソ リー二時代 に出来 た といわれるローマ駅 の構 えは独特 な風格 があ り

映画の 「終着駅」 の場面 を思 い浮べ る。 ローマは広場 と泉 と遺 跡が実 に多い。 トレビの泉

では人真似で後 向 きにコインを池 になげてみ る、そのこ利や くは人によって色々 と話 が異

るが、射幸心 を利用 した金集め の方法 を賢 い人が考 えたので あろ う。又街 角 によ く見 かけ

る乞食 もローマ名物の一つ らしい。数 多い彫刻 、絵画 、建築 の素 晴 らしさは ミケランジェ

ロ、 レオナル ドダビンチ等の偉大 な芸術 家 を生 んだイタ リヤ人の優秀 さを物語 るものであ

らうが、反面現代 ローマ人は、これ らの芸術作 品 と遺跡に頼って生 きているように も見 え

る。個人的には人なつ っこ くて血 の気が多い南欧 人特有の人が多い と見 たが、交通整理 の

行 われ ていない繁華 な通 りで、事故 もな く、何 とか車がはけてい るのは、 日本人 より気が

長 いのかな。 コロッセオ(斗 牛場跡)カ ラカラ浴場 、カタコンベ(巨 大 な地下墓地)、古代

ローマの遺跡な ど華かな当時のローマ文 化 を物語 る ものが到 るところにあ り、西洋史 を勉

強す るには恰好の所 といった感 じがす る。 ヴァチカンの法王庁 に見 る大理石 の像 、数 多い

宗教的芸術作品 と壮大 な建築物等 に、宗教 が文化 に及ぼす影響 の大 きさを更めて考 えさせ

られ た。

m.ナ ポ リ

ローマか ち 「太陽の道」 を約4時 間南下 して風光 明媚なナ ポ リを訪ねて見た。漁師町で

あるが、 日本の漁 師町 のイメー ジはな く、古い遺 跡、城壁 、丘の町並 、緑の並 木 と海岸 の

調和が美 しい。海岸 の城跡サ ンタルチヤ では老人が美声 を聞か して くれたが、みんな歌 の

好 きな顔 に見え る。狭 い通 りを隔だててビルの間に夥 しい洗濯物 が干 されているのは ここ

の名物 と聞 いているが面 白い。

11.ポ ン ペ イ

ポンペ イの遺跡 は最 も見 たい もの ・一つで あった。す でに2000年 ほ どの昔に これ程 の町

造 りをしたローマ人の偉 大 さには感心 したが、背後 に聾 えるヴェスヴ ィオの黒 い山影 を仰

いで、一瞬に してこれ を灰 の下に埋め た(紀 元79年)大 自然の力に、ただただ恐れ入 るば

か りである。 目を閉 じる と、激 しい地揺れ と鳴動 、降 る灰の中 を真赤 な噴煙に顔 を染め て、

ひたす ら海の方へ と逃げ まどう当時の市民の光景 を想像 す ることが出来 る。水道 の配管 、
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ワダチ

水洗便所の跡、民主政治のはしりと思われる政見発表の広場、石畳の道路に残る鉄車の轍

の跡等をみて日本の歴史の新 しさをつ くづ く思い知らされた。

12.ソ レ ン ト

美 しいナ ポ リ湾を右 にみて、海岸の ドライヴウエー を走 ると40分 位でソレン トに着 く。

ナ ポ リ民謡 に嘔われ るだけあって美 しい避暑地である。金 と暇が許す なら暫 らく此所 に と

どまって、す ぐそこに見 えるカプ リ島に も行 き度 い もの だと思 った。

13.マ ド リ ッ ド へ

上空か ら見る地中海 、イベ リア半島 も美 しい。心 な しか機長以下乗務員 と若干の乗客 が

中東アラブか、ユ ダヤ人 に見えてハ イジャックを懸念 したが杷憂に終 った。 マ ドリッ ドの

街 も他の ヨーロ ッパ の大都市同様 に6階 建位 の平均 した建築のべ 一スの上 に高層 ビルが所

所 に出てい るといった町並みで、こげ茶色 と緑の コン トラス トは似通 って いる。高層 ビル

と王宮 と小 高い公園に三方 を囲 まれたスペ イン広場 の噴水 を背 にした ドンキホー テの像 は

人 を空想の世 界に走 らす何か を持 って いるような気がす る。マ ドリッ ド大学の広大 なこ と

広 いテニス コー トで遊 ぶ男女学生達の恵 まれた環境 が印象に残 る。

14.ト レ ド へ

マ ドリッ ドか らオ リー ブ畑 と赤土 の間の道 を約40分 ドライブす る と中世 の都 市 トレ ドへ

着 く、石畳のせ まい坂道 を駆け昇ってイサベ ラ女王 に長 い探険旅行 の報告 を したと思 われ

るコロンブ ズや海賊の往来 を想像 した。両側 の薄暗 い石 造 りの家 は皆その頃の もの と思 わ

れ るが、2階 の窓か ら通 りを見下ろす別々の家族 らしい子供 の顔々 は貪 しさを感 じさせ る。

15.ニ ュ ー ヨ ー ク

イベ リア航 空のジャ ンボ機 で大西洋 を とぶ。 天候のせ いで一面の雲海に さえぎられ、大

西洋上 の風景 を楽 しむ ことは出来なか った。 ニュー ヨー クの象微 である 厂自由の女神」 と

マ ンハ ッタンの高層 ビルが小 さ く見えた と思 う間 もな くケネデ ィ国際空港 に到着 。ホテル

の レス トランで見 るパ ンもヨー ロッパ とはちが って軟か いし、水 は注文 しな くて も出てい

る といった工合 で、すべ てが 日本に近づ いた気易 さを感 じる。 日本料理店 も数軒見つか っ

たので、なつか しい一品料理 も味わえた。 イーストリバ ーに面 した国連 ビルの偉容 、セ ント

ラルパー クの広大 な自然、エ ンパイヤ ステー トビルの展望台か ら見 るニュー ヨー クのす ば

らしい夜景 、路面 の凍結 防止 のために道路 に施 した暖房等 さすが世 界一の大都市だけある

と感心 したが、黒いス ラム街 、ハー レムの不気味 さ、夜の五番街 の町角にたむろするチン

ピラ風の若者、束の間の出来 ご とであるが車が交又点 の信号待 ちで停 ってい る間に薄汚 い

浮浪者が近づいて、路上 の汚 れた紙で勝手 に車のフロン トガ ラス を拭かれて1ド ル請求 さ

れたことにはニュー ヨー クの別の素顔 をみ るような気が した。
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16.サ ン フ ラ ン シ ス コ

ラガデア空港(国 内航 空)のTWA会 社の建 物 と設備の よさと身体検査 の厳 しさが隣 り

合 わせのケネディ国際空港 と比べ て逆 であるこ とは面 白い。北米大陸 を東西 に横断 してみ

て、ソビエ トほ どではないが 「なるほ どアメ リカは広 い」 と感 じた。海 をみ ることな く広

大 な陸地の空を とびつづ け、ロッキー 山系、 グラン ドキャニオンの雄 大な景観 を眼下 に過

ぎて、ほ どな く美 しい金 門橋 とサ ンフランシス コ湾 をみ ることが 出来 た。サ ンフランシス

コはニ ュー ヨー クに比べ て大分暖 いが ホテルの ロビーには毛皮 のオーバー 、ア ロハ姿、G

パ ン、 ドレス、スーツ と色 とりど りの姿 だがお互いに人のこ とは気に していない様子。 チ

ャイナ タウン、ジャパニー ズコー ナー 、 日本料理店 、 日本庭園 など、 日本に近づいてきた

こ とが判 る。金門橋 を渡 ってオー クラン ドよりバー クレへ 、ヒッピー族発祥 の地 だけあっ

て 、大学 の近 くは行 き交 う人 も路上の売 り屋 もヒッピースタイルの洪水 と人種 の展覧会 、

こ ・程 自由の雰囲気 を感 じた所 は外にない。サンフランシスコより最 終 コース、一路 日本へ。

途中ハ ワイで、アメ リカ人 グルー プの1人 が見 えない と言 うことで離陸が一 時間お くれ

た。ハ ワイ もア メ リカの一州 とはいえ、なん と米本土 か ら遠 いこと。 日付変 更線 をす ぎて

忽 ち翌 日11月4日 夜羽 田へ。

17.む す び

地球 を一廻 りして感 じることは、 日本に近づ く程風俗習慣 も近 くな り、一種 の親近感 、

安心感が 出て くるこ とであ る。 これは地理的関係位置 、交通の便 と親交の歴史か ら考 える

と隣 国が遠 くの国よ り似 ているこ とは至極 当然のこ とであるが極東 とヨー ロッパに またが

る隣 国ソビエ トには何 か遠 い もの を感 じたのは何故 であろうか、政治体制 の差であろ うか 、

それ とも地理 的の広が りか、言葉の違 い(通 用度)か 、人種 、環境か と自問 自答 してみ る。

交通 の発達 に ともなって服装の流行 な どは殆ん ど時 と所 の違 いを見出せ ないが、アメ リカ

を含めて ヨーロッパ人 と日本人 とでは服装面では毛髪 と同様 な色の傾 向 と自主性(個 人主

義)の 相違 があることを感 じた。 しか し、反面、 目の色 、環境条件等の違 いに関わ らず基

本的 な物 の考 え方は 日本人同志 よ りも近 い人がいることもた しかであ る。 これ らの親近感 、

異和感が個 人、民族、国家相互の平和 を求める手がか りになるのであろ うか。 それ とも人

種 、国家の相異以上 に、個 人的性格の差がある限 り平和 を望む ことは困難な ことであ らう

か。旅行 を無事に終えて、今 までに味 わったこ とのない大 いなる安 らぎと 「決 して早す ぎ

るこ とはなか った」 とい う満足感 に浸 り 「国内、国外 とも、ほ どほ どに、こもご も見 くら

べ ることの良 さ」 をつ くづ く思 い直 したことであった。又北か ら南、西か ら東 と動 くにつ

れて意識 した風俗 習慣 、社会環境 の相 違 と'推 理 した内面的、人 間的の相以性は少なか ら

ず私 に発想の転換 を促 したもの と思 うが、まだまだ、欧米人のや うに食事や休息に時間 を

かけ るほ どの余裕 をもつ ところまでは いかない。 時間の許す限 り、少 しで も多 くを見 たい

と欲張 った忙 しい旅行 であったが 、話 しや 、活字、スク リーンの うえだけでは得 られ ない

新 しい知識 と直接肌に触れた数多 くの体 験は、有形、無形の貴重 な収穫 をもたらし、私の価
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値観、人間性 に大 き くプラス したこ とはた しかである。 また、季節的、体 力的に も、それ

程無理 を感 じない(好 奇心 と緊張感のせ い もある)タ イム リー なスケ ジュールであった と

考 えて いる。欲 をいえば限 りのないことだ し、若 い時ほ どその後 の人生に益す るところは

多い とは思 うが 、この様 な便宜 と機会 をあたえて下 さった学 園に対 し、遅 まきなが ら紙上

をか りて御礼 を申し上 げ本稿 を閉 じる。
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